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大阪府中央卸売市場再整備検討会議分科会における今後の検討内容等（案）

今年度の再整備基本計画（案）の策定に向け、令和５年７月の再整備検討会議以降も分科会を開催し、下記に掲げる項目等について場内事業者の意見を聴き取りながら、今年度内の再整備基本計画（案）の策定を目指す。

	分科会
	開催時期
	議題
	主な検討内容等

	第７回
	令和５年
７月下旬頃
	卸・仲卸間で相関する
基本性能の合意
	〇　物流効率化　　　　・配棟計画（敷地内動線・車路計画）施設規模の見極め

〇　場内機能の強化　　・品質衛生管理の高度化（閉鎖・開放範囲の検討）
・場内作業省力化・デジタル技術活用
・場内作業スペースの効率化（共同加工、配送など）

	第８回
	令和５年
９月中旬頃
	個別機能の合意
	〇　物流効率化　　　　・諸室計画（機能配置の詳細検討）
・待機、荷捌きスペース計画
・搬出バース計画
〇　使用料、負担区分　・整備手法の比較、整備補助制度の整理　
・費用負担区分の確認

	第９回
	令和５年
１１月中旬
	施設運営手法の方針整理
	〇　場内機能の強化　　・場内作業省力化・デジタル技術活用
　　　　　　　　　　　・場内作業スペースの効率化（共同加工、配送など）
〇　社会課題への対応　・環境対応（ＥＶトラック対応、電動化など）
〇　使用料、負担区分　・整備手法比較
・費用負担区分の確認

	
	
	
	◆年内に再整備基本計画（素案）を作成し、庁内調整等を行いながら年度内に成案化を図る。







※上記分科会の開催頻度は、あくまでも予定であり、場内協議の状況を踏まえ適宜変更する。
また、再整備検討会議については、第４回目（令和５年９月下旬頃）、第５回目（１１月下旬頃）に開催する予定であるが、実施時期や開催頻度については、場内協議の状況を踏まえ変更することがある。



